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　　　　　　　　一コモ市からの友情の印一

　　　　　　ルチアを駅西に設置
　市内できものまつりや成人式が行われた5月3日（日）、コモ通りでは姉妹都市コモ市からの

贈り物「ルチア」のお披露目式が行われました。当日はコモ市から市長代理としてスィルバ

ーノ・レオー二市長室長とアルバ夫人が式典に出席。レオー二氏は「ルチアはコモ湖の特徴

ある小舟です。さらにイタリア文学の大作家、アレッサンドロ・マンゾー二の小設「婚約者』

にも登場したことで、イタリア国外でも有名になりました。本日こうして大勢の皆様にルチ

アを紹介していただくとともに、皆様が集い語らう十日町駅西ロ広場に設置していただける

こ．とは、コモ市民にとって大きな喜びです」とボッタ市長からのメッセージを読み上げまし

た。贈られた舟は全長7m、高さと幅が2mあり、実際にコモ湖に浮かんでいたものです。

ルチアは式典終了後に西口の時計塔前に設置され、末永く姉妹都市コモ市との友情のシンボ

ルとして、多くの市民に見守られ続けることになりました。
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7
3
0
人
が
大
人
の
仲
間
入
り

　
十
日
町
市
の
成
人
式
が
5
月
3
日
㈲
、
ク
ロ

ス
ー
0
で
行
わ
れ
、
7
3
0
人
（
男
3
9
0
人
、

女
3
4
0
人
）
が
新
た
に
成
人
の
仲
問
入
り
を

し
ま
し
た
。
今
回
の
成
人
式
は
2
年
続
け
た
交

流
パ
ー
テ
ィ
ー
に
代
え
て
、
十
日
町
市
民
吹
奏

楽
団
に
よ
る
「
祝
典
行
進
曲
、
ピ
ン
ク
レ
デ
ィ

ー
メ
ロ
デ
ィ
ー
」
な
ど
で
始
ま
り
、
新
成
人
を

代
表
し
て
岩
田
勇
起
さ
ん
・
中
町
知
子
さ
ん
の

二
人
が
「
市
民
憲
章
」
を
朗
読
し
ま
し
た
。
市

報
5
月
佃
日
号
の
定
番
と
な
り
ま
し
た
、
9
人

の
新
成
人
の
声
を
お
聞
き
く
だ
さ
い
。

〈
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
内
容
〉

①
成
人
に
な
っ
て
ま
ず
実
行
し
た
い
こ
と

　
（
あ
ら
た
め
て
誓
っ
た
こ
と
、
将
来
の

　
冒
標
）
は
？

㊧
ふ
る
さ
と
十
臼
町
へ
＝
琶
（
良
い
面
、

年
悪
い
面
、
ど
う
あ
つ
て
ほ
し
い
か
な
ど
）
。

⑧
あ
な
た
が
大
切
に
し
て
い
る
こ
と
（
も

　
の
）
は
？

④
あ
な
た
の
結
婚
目
標
年
齢
と
理
想
の
タ

　
イ
プ
は
？

①
今
ま
で
は
積
極
的
に
は
飲
め
な
か

　
っ
た
か
ら
、
お
酒
の
付
き
合
い
が

　
で
き
る
よ
う
に
な
り
た
い
で
す
。

②
若
い
人
た
ち
が
集
え
る
よ
う
な
町

　
に
な
っ
て
ほ
し
い
。

③
親
代
わ
り
と
し
て
私
を
見
守
っ
て

　
く
れ
た
方
を
大
切
に
し
た
い
。

④
顔
は
ど
う
こ
う
言
い
ま
せ
ん
。
た

　
く
ま
し
く
て
仕
事
の
で
き
る
人
と

　
2
5
～
2
6
歳
で
。
子
供
は
2
人
、
上

　
が
男
で
な
け
れ
ば
い
や
。

桜
沢
成
彰
さ
ん

　
　
　
　
　
（
姿
　
1
）

①
今
年
3
月
に
U
タ
ー
ン
。
早
く
親

　
に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
、
自
立

　
し
た
い
で
す
ね
。

②
若
い
人
が
少
な
い
で
す
ね
。
遊
ぶ

　
所
が
少
な
い
か
ら
か
な
。

③
友
人
、
親
、
兄
弟
、
私
の
回
り
の

　
人
す
べ
て
を
大
切
に
し
た
い
。

④
2
4
～
2
5
歳
く
ら
い
で
。
家
庭
を
第

　
一
に
考
え
て
く
れ
る
㌔
と
。
カ
ッ

　
コ
よ
く
や
さ
し
け
れ
ば
、
な
お
さ

　
ら
い
い
で
す
ね
。

上
村
寿
恵
さ
ん

　
　
　
　
　
（
西
浦
東
）

①
現
在
大
学
生
。
将
来
は
大
学
院
に

　
進
み
、
通
信
関
係
の
研
究
を
し
た

　
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

②
仕
事
の
場
が
少
な
い
と
思
い
ま
す
。

　
特
に
、
大
卒
者
を
受
け
入
れ
る
よ

　
う
な
仕
事
場
を
増
や
し
て
ほ
し
い
。

③
友
人
関
係
と
、
生
涯
貫
け
る
自
分

　
な
り
の
ポ
リ
シ
ー
を
大
切
に
し
た

　
い
と
思
い
ま
す
。

④
3
0
歳
ま
で
に
は
、
や
さ
し
く
て
、
す

　
れ
て
い
な
い
お
嬢
様
っ
ぽ
い
人
と
。

池
田
栄
子
さ
ん

　
　
　
　
（
春
日
町
3
）

2



、－一

服
部
美
穂
さ
ん

　
　
　
　
　
（
笹
之
沢
）

①
特
別
に
は
あ
り
ま
せ
ん
。
現
状
維

　
持
で
す
。

②
と
て
も
住
み
や
す
い
町
だ
と
思
い

　
ま
す
。
で
も
遊
ぶ
所
が
な
い
せ
い

　
か
、
若
者
が
少
な
い
で
す
ね
。

③
市
内
に
残
っ
て
い
る
同
級
生
が
少

　
な
い
ん
で
す
。
だ
か
ら
、
友
人
は

　
特
に
大
切
で
す
ね
。

④
盟
歳
く
ら
い
で
、
か
わ
い
ら
し
い

　
年
上
の
人
が
希
望
で
す
。
現
在
募

　
集
中
な
ん
で
す
よ
。

武
居
三
枝
子
さ
ん

　
　
　
　
（
上
原
新
町
）

①
仕
事
を
続
け
な
が
ら
、
幸
せ
な
結

　
婚
を
し
た
い
で
す
ね
。

②
商
店
街
は
1
0
時
に
な
る
と
暗
く
な

　
り
ま
す
よ
ね
。
市
街
地
に
都
会
的

　
な
雰
囲
気
の
あ
る
遊
び
場
が
ほ
し

　
い
と
思
い
ま
す
。

③
友
人
は
も
ち
ろ
ん
、
私
の
回
り
の

　
人
す
べ
て
を
大
切
に
し
た
い
。

④
2
5
歳
ま
で
に
は
。
私
を
大
切
に
し

　
て
く
れ
る
人
と
。
実
を
言
う
と
現

　
在
の
彼
氏
で
す
。

外
山
孝
志
さ
ん

　
　
　
　
（
五
軒
新
田
）

①
特
別
に
は
あ
り
ま
せ
ん
。

②
人
情
味
の
あ
る
す
ば
ら
し
い
町
だ

　
と
思
い
ま
す
。
悪
い
所
な
ん
て
な

　
い
け
れ
ど
、
し
い
て
言
え
ば
若
い

　
人
た
ち
が
遊
べ
る
室
内
遊
園
地
的

　
な
所
を
造
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

③
な
ん
と
言
っ
て
も
友
人
で
す
。
と

　
に
か
く
若
い
人
が
少
な
い
ん
で
す
。

④
2
2
歳
く
ら
い
で
。
現
在
の
彼
氏
と
。

　
実
は
、
今
日
も
来
て
く
れ
て
い
る

　
ん
で
す
。

小
林
貴
幸
さ
ん

　
　
　
　
（
城
之
古
1
）

①
6
月
に
理
容
師
の
国
家
試
験
を
控

　
え
て
い
ま
す
。
今
の
私
に
と
っ
て

　
試
験
に
合
格
す
る
こ
と
が
最
大
の

　
目
標
で
す
。

②
も
っ
と
市
内
に
も
若
い
人
た
ち
が

　
遊
べ
る
場
所
が
ほ
し
い
で
す
ね
。

③
友
人
で
す
。
相
談
相
手
と
し
て
と

　
て
も
大
切
に
思
い
ま
す
。

④
結
婚
は
2
5
歳
く
ら
い
に
で
き
れ
ば

　
い
い
で
す
ね
。
理
想
の
タ
イ
プ
は

　
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
で
す
。

上
村
法
生
さ
ん

　
　
　
　
　
（
土
市
1
）

①
様
々
な
こ
と
に
挑
戦
し
た
い
で
す

　
ね
。
仕
事
で
は
湯
沢
の
ホ
テ
ル
に

　
勤
め
て
い
る
の
で
、
コ
流
」
と
言

　
わ
れ
る
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
の
プ
ロ

　
を
目
指
し
ま
す
。

②
活
気
を
望
み
ま
す
。
十
日
町
市
も

　
湯
沢
の
よ
う
に
温
泉
を
核
に
集
客

　
を
進
め
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

③
両
親
と
彼
女
。

④
小
柄
で
明
る
い
入
と
、
で
き
れ
ば

　
2
0
代
中
ご
ろ
ま
で
に
。

徳
永

薫
さ
ん

（
千
歳
町
）

①
車
を
手
に
入
れ
る
こ
と
。
ま
た
今

　
年
は
就
職
活
動
の
年
な
の
で
、
よ

　
い
職
に
つ
け
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。

②
現
在
通
っ
て
隔
る
長
岡
に
髭
べ
、

　
十
日
町
は
心
が
落
ち
着
く
場
所
で

　
す
。
市
内
に
も
ほ
く
ほ
く
線
な
ど

　
が
で
き
、
だ
ん
だ
ん
と
住
み
や
す

　
く
な
っ
て
き
た
と
思
い
ま
す
。

③
人
間
関
係
で
す
ね
。

④
肪
歳
く
ら
い
が
目
標
で
す
。
理
想

　
は
明
る
く
か
わ
恥
い
タ
イ
プ
の
人
◎

3　　平成10年5月10日号
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融麟

聾
き

灘

鞭
血
の

嚢

　
　
　
ま

　
黙
　
し

　
　

　
・
－
　
挺

騒
　

彙
　
　

馨

ぽ

．
籔
纏
難
繋
・
累

雛
鎌
灘

縣
『
、
．
灘
務

雛
鰍
灘無料茶席醗き巻の毯お茶撫

錨漉麟懸　　　　　　　罐

シーン①

浅野内匠頭無念の切腹
浅野内匠頭役一十日町青年会議所理事
長・吉田之入さん

　　　　　　藩　躍懸灘
　　　　　　　　　　　騨　・　糞
　　　　　　　　　　　楓

『磯

醐

‘　P

黙
欝
醗
聾
、
．

、
麟
騎

　雨の場合でも「歩行者天国」など一連の事業は実施す

る。きものまつり実行委員会の役員が商工会議所2階に

集まり、5月3日（日）午前9時30分に決断。役員たちの声

が天に届いたのか、開始直前には雨もほとんどあがり、

第22回きものまつりは予定通り開催されました。歩行者

天国では各商店街が趣向を凝らした催しを、また日光江

戸村の協力による時代行列が行われました。また、四ツ

宮公園では無料茶席が、クロスm発着できものの里をき

もので歩こうなど多彩な催しが市街地一円で繰り広げら

れ、まさに「きもの」一色の1日となりました。さらに、

前日2日（土〉には機神様を祭る黒姫神社祈願祭や、塩ノ又

山菜まつりなども行われました。

　
　
　
ロ

．

マのも

シーン◎

討ち入り

大石内蔵助役一十Eヨ町織物工業協同組

合理事長・蕪木良吉さん

「嫡≦　【

嚢

繋

シーン◎

南部坂雪の別れ
大石内蔵助役一金沢吉子さん、大石内蔵助

の正室（遥泉院）役一中村田鶴子さん

　じ　　ヂ

　直』娘．羅纈
麟・

藁　　　　　　　　　命

シーン㊧

城明け渡し

大石内蔵助役一十日町商工会議所専
務・小川徳久さん

　　　』『騰蝋＿繭獣パ、一＿・『P一ト・　『昂｛一一、’　曝

霧

　
鰯　

麟

　
　
み

　
　
懸

　
　
　
鰹

　
　
　
繍

　
　
　
　
騒

　
　
　
　
　
　
麟

　
　
　
　
　
　
　
鎌

　
　
　
　
　
　
　
　
鴻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
灘
繍

馨
魎

麹
臨懸

お軽役一蕪木ナカさん、勘平役一太田

モトさん

纈

闘踵畿．

照

穐蝉

灘難

覇

　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　購灘購『

iシーン④

一力茶屋
遊びほうける大石内蔵助役…商工観光

課長・竹内増蔵さん

　　　　　　　　　撫
　　　　　　　畿　講　　擁酬一
　　蟹、、籔　一誌　　轟環・．
　　　　　　　　　　　　襲　麟i
　　　　　　　　　　　講　．r霧
　　　　　　　鋤r　　’　　蕪’・

　　　　　　、’鰹
　　　ぼ　　　　　ド　　　　　　　　　　　　
　騰懸　　醸鑛　鑛灘聾欝繋霧　黙灘　鑛

　　　　　懸
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　新助役・収入役
　　　　　就任のこあいさつ
　　　　　　　　　　　4月1日付けで助役に選
　　．講簿　難　　　任されました。重大な責務

　　、灘灘　　っています・

　　　織　　　　　今後、市が新長期発展計

　　　　　　　　　　る都巾」として発展するに
助役柳冨士雄　　は、構造的に厳しい状況に

ある織物業や農業等の基幹産業について、一層の高

付加価値化や新たな分野への進出・転換を図ること

が必要であり、さらに就業の場の確保や交流人口の

増大など各般の施策を有機的に関連させながら、効

率的に展開していくことも重要と考えています。

　また、十日町市にはよそにはない明るい話題、す

なわちほくほく線の開通や、当間高原リゾートの開

業、高規格道路建設の一層の具体化、情報館の建設

などがあります。今後はこれらを生かしながら、近

隣市町村と広域的に連携していかなければならない

と考えています。

　そのためには私自身はもとより職員一人ひとりが

日々研鎖を積み、市民め皆さんの意向を踏まえて、

それぞれの立場での職務を果たしていかなければな

らないと考えていますので、よろしくお願いいたし

ます。

　　　　　　　　　　　この度、収入役を拝命し

　　　　　　　　　　ました村山悦司と申します。

　　　　　　　　　　もとより浅学非才の者、こ

　　　　　　　　　　の大任に身の引き締まる思

　　　　　　　　　　いです。

　　　　　　　　　　めてその職責の重大さを痛
収入役村山悦司

　　　　　　　　　　感しているところです。

　今、国・県・市町村をあげて行財政改革、金融制

度改革、地方分権などに取り組み、より効率的な行

財政運営を目指しています。また、高齢化社会を迎

えた現在、だれもが安心して介護が受けられるよう

にと、平成12年の実施に向けて介護保険制度の導入・

準備が進められています。

　長引く経済不況対策についても、国は16兆円にも

及ぶ総合経済対策を発表しました。

　これらが着実に行われることにより地域社会が整

備され、来たる21世紀には元気で明るい十日町市が

できることを確信しています。よりすばらしい十日

町市実現のために、微力ではありますが、市民各位

のご指導・ご鞭燵を賜り、専心努力することをお誓

い申し上げまして就任のごあいさつといたします。

霧
謡
■
駆

繍購鰹

願膿・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　繋

　　　摺轟り．友禅の実演コー義一嚇
、鋤醸認・　　　　　　　　蓮　　　　　　　　　　　嚢灘

、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　な
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

霧鐵灘難演難、難圏i

藩

　響

麟翻灘欝灘職謙鱗

へ叢

．鰻
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ポ
イ
捨
て
の
な
い
き
れ
い
な
十
日
町
を

第
3
回

み
ん
な
で
つ
く
ろ
う

十
日
町
ク
リ
ー
ン
作
戦

　昨年の春と秋に実施されて以来、第3回

目となる十日町クリーン作戦が4月29日㈱

に行われました。この日市内では信濃川の

妻有大橋下河川敷をメイン会場に高山太子

堂線やほくほく線十日町駅など市内11か所

でごみ拾いが行われました。「きれいな十日

町をつくりたい」という思いを一つに、多

くの市民が黙々と取り組んだクリーン作戦

の様子をお知らせします。

市
民
6
0
0
人
が
参
加

　
今
回
の
ク
リ
ー
ン
作
戦
は
、
広
域

6
市
町
村
で
の
「
ポ
イ
捨
て
禁
止
条

例
」
の
制
定
を
受
け
、
広
域
圏
で
同

日
実
施
さ
れ
た
も
の
で
す
。
市
内
で

は
3
7
団
体
の
共
催
に
よ
り
行
わ
れ
、

メ
イ
ン
会
場
だ
け
で
6
0
0
人
が
参

加
。
広
域
圏
全
体
で
は
5
千
人
が
こ

の
作
戦
に
加
わ
り
ま
し
た
。

　
作
業
に
先
立
つ
あ
い
さ
つ
の
中
で
、

本
田
市
長
は
近
年
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
な

ど
に
よ
る
汚
染
が
深
刻
な
社
会
問
題

に
な
っ
て
い
る
こ
と
に
ふ
れ
、
十
日

町
市
が
ご
み
を
搬
入
し
て
い
る
霧
谷

処
分
地
で
も
従
来
の
排
水
検
査
に
加

え
、
今
年
度
か
ら
地
下
水
検
査
を
行

い
、
汚
染
の
監
視
に
万
全
を
期
す
こ

と
を
表
明
し
ま
し
た
。
ま
た
花
い
っ

ぱ
い
運
動
を
将
来
は
広
域
圏
全
体
に

広
め
て
、
「
花
の
道
」
を
造
成
す
る
こ

と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　
続
い
て
尾
身
県
会
議
員
か
ら
は
、

「
枯
れ
細
っ
た
信
濃
川
を
元
ど
お
り

に
す
る
た
め
に
も
、
ま
ず
上
流
に
住

む
私
た
ち
が
ポ
イ
捨
て
禁
止
を
徹
底

し
環
境
を
守
ろ
う
」
と
い
う
あ
い
さ

つ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

捨
て
て
い
ま
せ
ん
か
？

　
　
　
　
　
あ
な
た
の
罠
心

　
そ
の
後
参
加
者
そ
れ
ぞ
れ
が
ご
み

袋
を
片
手
に
作
業
を
開
始
。
信
濃
川

河
川
敷
を
は
じ
め
、
国
道
2
5
3
号
、

城
ケ
丘
ピ
ュ
ア
ラ
ン
ド
な
ど
市
内
1
1

か
所
に
分
か
れ
て
約
1
時
間
半
に
わ

た
る
清
掃
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
河
川
敷
だ
け
で
も
可

燃
ご
み
が
約
ー
ト
ン
、
不
燃
ご
み
約

ー
ト
ン
、
空
き
缶
な
ど
の
資
源
物
約

7
0
0
キ
ロ
が
集
め
ら
れ
ま
し
た
。

中
に
は
古
タ
イ
ヤ
や
自
動
車
の
バ
ン

パ
ー
、
消
火
栓
ま
で
も
が
含
ま
れ
て

い
て
、
あ
ま
り
の
マ
ナ
ー
の
悪
さ
に

参
加
者
か
ら
は
た
め
息
が
漏
れ
て
い

ま
し
た
。

　
作
業
終
了
後
の
ご
み
分
別
ク
イ
ズ

で
は
正
解
者
に
花
鉢
が
、
ま
た
参
加

者
全
員
に
も
花
の
苗
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。
美
し
い
町
を
つ
く
る
に
は
、
ポ

イ
捨
て
を
し
な
い
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、

ク
リ
ー
ン
作
戦
を
始
め
と
す
る
継
続

的
な
活
動
が
大
切
で
す
。
あ
な
た
も

一
緒
に
秋
の
ク
リ
ー
ン
作
戦
に
参
加

し
ま
せ
ん
か
。

．
欝
饗
翻

　
　
　
サ
　
　
「

．奪餓

難
職
難
麗
馨
灘
灘

灘
、

　
灘
．

総

　
清
掃
作
業
終
了
後
、
積
み
上
げ
ら

れ
た
ご
み
の
山
を
前
に
、
こ
ど
も
エ

コ
ク
ラ
ブ
と
西
部
地
区
振
興
会
の
代

表
者
が
決
意
表
明
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
ど
も
エ
コ
ク
ラ
ブ
代
表
と
し
て

決
意
表
明
に
立
っ
た
山
田
佳
奈
さ
ん

（
東
小
2
年
）
　
　
「
私
た
ち
は
自
分

た
ち
で
で
き
る
こ
と
か
ら
地
球
を
や

さ
し
く
き
れ
い
に
し
ま
す
」
と
し
う

決
意
書
を
力
強
く
読
み
上
げ
ま
し
た
。

　　尾郁子さん（中条旭ヶ丘）

　クリーン作戦には初めての参加です。

河川敷には大きな機械までが投棄され、

土に埋もれていました。私一人の力では

掘り出すこともできず、周りにいた男の

人たちと汗だくで運び出しました。

　私も子供のころはよく信濃川で遊びま

したが、現在の信濃川周辺はとても汚れ

ています。思い出とは全く違う現実に言

いようもないさみしさを感じました。美

しい環境を取り戻すために、みんなでル

ールを守りましょう。

　
　
　
　
　
　
　
慧

勲難

さん・伴子さん（新座41

を知人から聞き、今日は娘

しました。我が家でも普段

囎
酬
澱

麟
鑛
撒

桑原智美さん・伴子～

　前回の様子を知人から1

の智美と参加しました。ヨ

からごみを出さないよう1

ますが、美しい環境を守1

りの心掛けが大切ですね。

　ごみの山にあきれた思L

これを集めたたくさんのフ

した。今日のイベントに歪

と作業を続けた市民がこオ

ことをとても誇らしく思し

力はすばらしいですね。

さないように気を付けてい

い環境を守るには一人ひと

あきれた思いもしますが、

たくさんの力には感銘しま

イベントに賛同され、黙々

た市民がこれほど大勢いる

誇らしく思います。大勢の

6
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固
定
資
産
税
の

課
税
明
細
書
を

　
　
　
お
送
り
し
ま
す

　
市
で
は
「
課
税
明
細
書
」
を
お
送

り
し
、
固
定
資
産
税
（
土
地
・
家
屋
）

の
内
訳
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
こ
の
「
課
税
明
細
書
」
は
平
成
1
0

年
1
月
1
日
現
在
で
、
す
べ
て
の
課

税
資
産
を
納
税
義
務
者
ご
と
に
お
知

ら
せ
す
る
も
の
で
す
。
お
送
り
す
る

時
期
は
5
月
中
旬
、
第
1
期
固
定
資

産
税
の
納
税
通
知
書
に
同
封
し
ま
す
。

　
届
き
ま
し
た
ら
ご
自
分
の
課
税
内

容
を
確
認
し
、
内
容
が
異
な
る
と
き

は
「
課
税
明
細
書
」
「
違
い
が
判
別
で

き
る
書
類
」
「
印
鑑
」
等
を
持
参
の
う

え
、
税
務
課
資
産
税
係
ま
で
お
こ
し

く
だ
さ
い
。

軽
自
動
車
税
が

　
減
免
に
な
り
ま
す

　
身
体
ま
た
は
精
神
に
一
定
の
障
害

が
あ
る
人
は
、
軽
自
動
車
税
が
減
免

さ
れ
ま
す
。
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る

人
は
連
絡
の
う
え
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。

■
申
請
期
間

　
5
月
1
8
日
㈲
～
2
5
日
㈲
ま
で

■
申
請
に
必
要
な
も
の

①
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
、

　
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

②
運
転
免
許
証
（
障
害
者
に
運
転
免

　
許
証
が
な
く
、
生
計
を
一
に
す
る

　
人
が
運
転
す
る
場
合
、
ま
た
は
単

　
身
で
生
活
す
る
身
体
障
害
者
等
が

　
所
有
す
る
軽
自
動
車
を
常
時
介
護

　
者
が
運
転
し
て
い
る
場
合
は
、
そ

　
の
人
の
運
転
免
許
証
）

③
印
鑑

④
軽
自
動
車
税
納
税
通
知
書

軽
自
動
車
税
の

納
税
証
明
書
発
行
は

　
　
　
　
　
事
前
連
絡
を

　
口
座
振
替
に
よ
り
軽
自
動
車
税
を

納
め
て
い
る
人
で
、
6
月
1
日
㈲
か

ら
1
2
日
樹
ま
で
の
間
に
車
検
に
必
要

な
納
税
証
明
書
の
発
行
を
希
望
さ
れ

る
人
は
、
お
手
数
で
も
窓
口
に
お
い

で
い
た
だ
く
前
に
、
次
の
事
項
を
電

話
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

■
お
知
ら
せ
い
た
だ
き
た
い
事
項

①
車
の
所
有
者
（
名
義
人
）

②
車
の
標
識
番
号

■
証
明
書
発
行
に
必
要
な
も
の

　
　
印
鑑
（
代
理
人
の
場
合
は
代
理

　
人
の
印
鑑
も
必
要
）

■
事
前
連
絡
を
お
願
い
す
る
理
由

　
　
口
座
振
替
の
場
合
、
同
期
間
中

　
は
金
融
機
関
事
務
と
コ
ン
ピ
ュ
ー

　
タ
処
理
の
都
合
に
よ
り
納
税
の
確

　
認
が
即
時
に
行
え
ま
せ
ん
。

　
　
こ
の
た
め
、
証
明
の
発
行
で
皆

　
さ
ん
を
お
待
た
せ
す
る
こ
と
が
予

　
想
さ
れ
ま
す
。
そ
こ
で
事
前
に
電

　
話
連
絡
を
い
た
だ
く
こ
と
で
、
あ

　
ら
か
じ
め
納
税
状
況
を
確
認
し
、

　
ス
ム
ー
ズ
な
処
理
を
行
え
る
よ
う

　
に
な
り
ま
す
。
ご
理
解
と
ご
協
力

　
を
お
願
い
し
ま
す
。

税
の
意
見
・
要
望
は

　
国
税
モ
ニ
タ
ー
へ

　
税
務
署
で
は
、
納
税
者
と
税
務
署

の
パ
イ
プ
役
と
し
て
、
国
税
モ
ニ
タ

ー
を
委
嘱
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の

ご
意
見
を
お
近
く
の
国
税
モ
ニ
タ
ー

に
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

■
市
内
の
国
税
モ
ニ
タ
ー

　
瀧
澤
一
栄
（
智
5
7
1
1
4
7
1
）

　
長
谷
川
淑
夫
（
智
5
5
－
2
6
5
4
）

重
黒
び
の
叙
勲
・
褒
章

　
　
　
　
　
　
庭
野
誠
助
さ
ん
が
勲
六
等
に
輝
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
消
防
団
に
入
団
。
そ
の
後
2
9
年
に
市

助さん
り・71歳）

　
　
　
　
　
　
　
　
灘
庭
鱒

　
4
月
2
9
日
㈱
み
ど
り
の
日
に
春
の

叙
勲
・
褒
賞
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　
市
内
か
ら
は
庭
野
誠
助
さ
ん
（
田

中
町
本
通
り
）
が
た
だ
一
人
、
消
防

功
労
と
し
て
晴
れ
て
勲
六
等
単
光
旭

日
章
の
栄
誉
に
輝
き
ま
し
た
。

　
今
回
の
叙
勲
は
4
5
年
も
の
永
き
に

わ
た
っ
て
消
防
活
動
に
尽
く
し
て
こ

ら
れ
た
庭
野
さ
ん
の
功
績
が
高
く
評

価
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
庭
野
さ
ん
は
昭
和
2
5
年
に
十
日
町

制
施
行
に
よ
り
組
織
が
再
編
さ
れ
た

後
も
十
日
町
市
消
防
団
の
部
長
（
3
5

年
n
月
～
4
8
年
3
月
）
な
ど
の
要
職

を
歴
任
さ
れ
ま
し
た
。
4
8
年
の
十
日

町
地
域
広
域
事
務
組
合
設
立
後
も
十

日
町
市
消
防
団
に
お
い
て
、
豊
富
な

知
識
と
経
験
を
も
っ
て
的
確
な
現
場

活
動
と
指
揮
に
あ
た
っ
て
こ
ら
れ
ま

し
た
。
5
6
年
9
月
～
平
成
8
年
3
月

に
は
十
日
町
市
消
防
団
分
団
長
と
し

て
団
員
の
指
導
・
育
成
に
も
貢
献
さ

れ
る
な
ど
永
年
に
わ
た
り
当
地
域
の

消
防
活
動
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　
伝
達
式
は
5
月
6
日
㈱
に
県
庁

で
、
翌
7
日
㈲
に
は
東
京
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

雪だるま写真コンテスト
　　　審査結果発表（敬称略）

　厳正なる審査の結果、応募総数62点の中

から下記の方々が入賞しました。

■雪だるま賞：関口國雄（小泉）

■優秀賞：大久保克己（中条下町）

■入選：富井有希子（馬場1）小坂幸平（稲

　荷町西）岡村靖男（関根2）

■特別賞：①ユニークで賞…㈱村尾電気②

　ほのぼの賞…東下組保育所③ガンバッタ

　
　
　
組
園

　
　
　
下
育
池

　
　
　
東
保

　
　
　
　
田

岡
①
賞
井
線

　
　
　
　
大

　
　
　
　
賞

荷
特
　
　
で

■ほくほく線賞：池田透（本町西1）小川

良一（浅ノ平）岡村和博（関根1）斉木

政治（北新田2）馬場小学校、南雪貞治

　（関根2）細谷ミヨ（稲荷町3南）水口

輝生（五軒新田）村山カズエ（新座2）

湯沢節子・佐藤直子（本町西1）
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灘
鐵
講
、

灘

灘
蕪
灘
灘
灘
灘
難
灘
2

舞
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、
耀
㍑

漿
霧
　
ー

　
　
　
の

葉
瀞
を

　
　
　
一
㌧

　
響
ノ
全

　
羅

　
擦
緯

　　さわやかな朝の風をきって

サイクリングでいい汗流しませんか？

20～70歳代
このコーナーでは、登場していただくサークルを募集しています。

問い合わせは企画人事課広報広聴係盈57－3H　I内線213へ。

や中高年からの体力づくりにも最適で、無理なくできるス

ポーツとして大変注目を浴びています。参加したいけど…

少し不安というあなたもだいじょうぶ。サイクリングの運

動はジョギングに比べ心臓やひざ関節への負担が少ないた

め、初心者や体力のない人、高齢者にもピッタリです。た

だ今、私たちの仲問は平均年齢50うん歳！70歳を過ぎた人

もがんばっています。

　あなたも少し早起きをして「おはようサイクリング」に

参加しませんか？さわやかな汗を流したい人を募集します。

o期間：’5月6日～10月8日の毎週月・水・金曜日

○時間：午前5時30分～（6時30分ごろ終了）

o集合場所：市役所前駐車場

○会費：年問3千円（保険料・協会費）

○受付：総合体育館（西本町）または事務局（マルセイサ

　イクル盈57－4860）にて随時受付けます。

　風薫る5月に始めてはいかがですか。

　サイクリングに絶好の季節がやってきました。十日町市

サイクリング協会は「サイクリングの啓蒙と普及、楽しみ

ながらの健康づくり」を目的に活動を続け、今年で結成20

周年を迎えます。また協会を結成する以前から毎年続けて

きた「おはようサイクリング」は今年で26年目になります。

　　　　　　　　　　　　　これは開催回数・参加人数と

　　　　　　　　　　　　　も県内で群を抜いた実績を誇

　　　　　　　　　　　　　ります。私たちの協会ではこ

　　　　　　　　　　　　　のほかにも年問活動として山

　　　　　　　　　　　　　菜採りサイクリングや花見、

　　　　　　　　婦継懸　　　年数回の遠乗りを行います。

　　　　　　　　　　　　　宿泊サイクリングでは佐渡や

　　　　　　　　　　　　　信州、能登をはじめ遠くは伊

　　　　　　　　　　　　　豆や十和田湖まで出かけてい

眺望もサイクリングも最高！　ます・

　　　　　　　　　　　　　　サイクリングはダイエット

騨鱒瞬麟輔騰9

1唯醐、

材　料（4人分）

　　ナス…4個
　　シイタケ…小さめ8個
　　パ’セリ…少々、エビ…1

　　卵…2イ固、お酒…少々

　　パン粉・小麦粉…適宜

⑬⑬
ナ
ス
と
シ
イ
タ
ケ
の

轍
エ
ビ
は
募
フ
ラ
イ

　
ご
は
ん
の
お
か
ず
に
￥
お
父
さ

⑬馨
ん
の
晩
酌
の
つ
ま
み
に
最
高
で
す
。

繭　
ナ
ス
は
水
分
が
多
く
、
ロ
の
中
で

　
ジ
ュ
ッ
と
溶
け
る
感
じ
。
ま
た
￥

鞭
シ
イ
タ
ケ
は
エ
ビ
の
甘
み
と
香
り

翻
　
が
マ
ッ
チ
し
て
食
欲
を
誘
い
ま
す
。

　
〈
作
り
方
〉

　
①
エ
ビ
・
パ
セ
リ
を
ま
な
板
の
上

O騰　
　
で
ね
ぱ
り
が
出
る
ま
で
包
丁
で

　
　
よ
く
た
た
く
（
フ
ー
ド
プ
ロ
セ

　
ッ
サ
ー
を
使
っ
て
も
よ
い
）
。

　
②
①
の
中
に
卵
白
1
個
、
お
酒
小

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
』

懸

鯛の磯顛り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

④
◎
に
②
を
の
せ
て
ナ
ス
で
は
さ
　
馨

さ
じ
1
杯
￥
塩
・
コ
シ
ョ
ウ
少
々
難

た
ナ
ス
に
小
麦
粉
を
軽
く
ふ
っ

て
お
く
。

⑤
シ
イ
タ
ケ
に
も
軽
く
小
麦
粉
を

ふ
り
②
を
の
せ
る
。

◎
④
◎
を
フ
ラ
イ
を
あ
げ
る
要
領

で
カ
ラ
ツ
と
あ
げ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
㊤

カ
ラ
シ
醤
油
で
食
べ
る
と
と
て
㊦

も
お
い
し
く
い
た
だ
け
ま
す
。

さ
4
0

　
7騒

このコーナーでは　登場していただく人を　　　　　∪’
募集しています．商い合わせは企画人事　　す
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（課広報広聴係麿57－3111内線213へ。

働齢o難繍灘鞠

◎
騒
懸
幽
懸
量
ぐ
◎
響
縷
騒
犠
≧
乏
◎
驚
ら
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じょうずに

描けたね〃
⑱北越保育園

清田純矢くん
　　（5歳）

　ぼくとてっぺいくんが保育園の

ホールで一輪車をしているところ

だよ。この間一輪車を買ってもらっ

たんだ。家でものっているんだよ。

　
　
　
難

蕪
難
醸
難

　
麟

議
撚

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
鰯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
事
な
息
子
の
伴
侶
。
迎
え
る
時
に
は
自
分
の
娘
が
一
人
増
え
た
よ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
気
持
ち
で
し
た
。
な
ん
で
も
遠
慮
な
く
話
し
て
く
れ
ま
す
。
で
も
腹
の

本気の本音
⑳藻≡璽から㊨．

立
つ
よ
う
な
こ
と
を
言
わ
な
い
ん
で
す
ね
。
ま
た
、
週
1
回
趣
味
で

圏　
　
　
　
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
も
私
も
結
婚
前
に

　
　
　
そ
れ
ぞ
れ
群
馬
と
愛
知
で
寮
生
活
を

し
た
こ
と
が
あ
る
ん
で
す
ね
。
そ
ん
な
共
通

点
か
ら
か
女
同
士
の
話
を
す
る
こ
と
が
で
き

る
ん
で
す
。
結
婚
を
し
て
3
年
、
な
ん
と
な

朝
の
食
事
は
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
夜
の
食
事
は
禾

馨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鑛
灘

み
た
い
に
な
り
ま
し
た
・
そ
の
ほ
か
の
家
事
も
手
の
空
い
た
嘉
．
、
諺
灘

自
然
に
と
い
う
感
じ
で
す
。
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
姑
で
は
な
く
、
私
の
母
親
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
な
せ

　
姑
の
テ
ル
さ
ん
、
お
嫁
さ
ん
の
友
枝
さ
ん
、
娘
の
七
彩
ち
ゃ
ん
、
そ
し
て
メ
ス
ね
こ
の
チ
ッ
コ
ま
で

　
　
し
よ

　
女
衆
全
員
が
4
月
生
ま
れ
と
い
う
庭
野
さ
ん
一
家
（
中
条
旭
町
）
で
す
。

　　　　このコーナーでは、登場していただく人を募集していまず。　　　　　　　　●

　　　　問い合わせは企画人事課広報広聴係岱57－3111内線213へ．　　　　3　のっているお友達もいるよ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

㌧
璽

　
5
人
兄
弟
の
長
男
と
し
て
北
新
田

の
「
隠
居
様
」
に
生
ま
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
屋
号
は
私
か
ち
5
代
前
の
祖

先
が
隠
居
生
活
を
始
め
、
こ
の
地
に

居
を
か
ま
え
た
こ
と
に
由
来
し
ま
す
。

　
私
は
川
治
尋
常
高
等
小
学
校
を
卒

業
し
、
家
で
農
業
助
手
を
し
て
い
ま

し
た
。
昭
和
1
2
年
、
私
が
1
7
歳
の
年

　
　
　
　
　
　
ぼ
っ
ぱ
つ

に
支
那
事
変
が
勃
発
し
、
父
は
2
年

間
現
地
で
戦
っ
て
い
ま
し
た
。
父
が

家
に
戻
れ
た
の
も
束
の
問
、
翌
年
に

は
私
が
二
十
歳
の
徴
兵
検
査
を
受
け
、

入
れ
替
わ
る
よ
う
に
軍
に
招
集
さ
れ

た
の
で
す
－
初
年
兵
と
し
て
加
わ
っ

た
最
初
の
作
戦
で
、
同
年
兵
の
3
分

の
1
近
く
が
戦
死
し
ま
し
た
。
亡
く

な
っ
た
彼
ら
の
多
く
は
戦
闘
よ
り
も

食
料
不
足
な
ど
に
よ
る
疾
病
が
原
因

だ
っ
た
の
で
す
。
私
は
中
部
支
那
に

2
年
、
南
支
に
2
年
、
南
下
し
て
ベ

ト
ナ
ム
で
1
年
を
送
り
ま
し
た
。
終

戦
は
ベ
ト
ナ
ム
で
迎
え
て
い
ま
す
。

上村理吉さん
（北新田2）77歳

このコーナーでは、登場していただく人を募集

しています。問い合わせは企画人事課広報広

聴係a57－3111内線213へ。

引
揚
げ
船
が
名
古
屋
に
上
陸
し
、
無

事
生
き
て
帰
っ
て
こ
ら
れ
た
も
の
の

私
の
青
春
時
代
は
悲
惨
な
戦
争
に
奪

わ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
よ
う
や
く
平
和
が
戻
り
、
2
2
年
に

結
婚
、
再
び
家
族
と
と
も
に
働
け
る

時
代
が
き
ま
し
た
。
そ
の
後
は
妻
子

と
と
も
に
農
業
一
筋
に
生
き
、
今
で

も
畑
仕
事
を
こ
な
し
て
い
ま
す
。

　
私
の
住
む
北
新
田
は
昔
か
ら
戸
数

は
3
0
戸
で
変
動
し
な
い
と
い
う
集
落

で
し
た
。
し
か
し
、
4
0
年
代
の
前
半

か
ら
は
家
が
増
え
始
め
、
今
で
は
当

時
の
8
倍
、
2
4
0
戸
を
越
え
る
ま

で
に
な
っ
て
い
ま
す
。
宅
地
化
が
進

み
村
も
様
変
わ
り
し
ま
し
た
。
し
か

し
、
そ
う
し
た
状
況
下
で
も
農
地
を

き
ち
ん
と
整
備
し
、
生
産
組
織
を
設

立
す
る
な
ど
賢
明
な
対
応
を
取
っ
て

き
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
私
た
ち
が

耕
し
て
き
た
農
地
は
安
心
し
て
次
の

世
代
に
残
せ
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

汗
の
染
み
込
ん
だ
美
田
を
後
世
に
守

り
継
げ
る
こ
と
は
、
農
に
生
き
た
者

に
と
っ
て
何
よ
り
の
喜
び
で
す
。
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スポツト

よる地域住民のための

鍵舞

欝
灘

私の歩いた道

米国自動車殿堂入りに当たって

　
「
田
口
玄
一
先
生
講
演
会
・
祝
賀
会
」
が
4
月
2
1
日

㈹
、
ラ
ポ
ー
ト
十
日
町
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

昨
年
1
0
月
に
田
口
先
生
が
日
本
人
と
し
て
億
3
人
目
と

な
る
ア
メ
リ
カ
自
動
車
殿
堂
入
り
を
果
た
し
た
こ
と
を

記
念
し
、
県
立
十
日
町
高
等
学
校
同
窓
会
（
西
野
政
男

会
長
）
が
主
催
し
た
も
の
で
す
。

　
世
界
的
に
有
名
な
「
タ
グ
チ
メ
ソ
ッ
ド
」
（
日
本
で
は

品
質
工
学
）
は
、
コ
ス
ト
を
上
げ
ず
に
品
質
を
向
上
さ

せ
る
新
し
い
技
術
方
法
論
で
す
。
ア
メ
リ
カ
で
広
く
取

り
入
れ
ら
れ
、
自
動
車
の
改
良
や
コ
ス
ト
低
減
に
も
大

き
く
貢
献
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
講
演
会
終
了
後
に
行

わ
れ
た
祝
賀
会
で
は
、
同
窓
会
か
ら
火
焔
土
器
の
レ
プ

リ
カ
が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
⇔

に
づ

民
会

住
社
ふ
れ
あ
い
給
食
や
単
身
高
齢
者
の
集
い
な
ど
・
き
め
細

域
祉
か
な
福
祉
活
動
が
ま
た
5
吉
田
地
区
で
も
進
め
ら
れ

地
福
よ
う
と
し
て
い
ま
す
・
ま
た
こ
の
日
の
総
会
で
・
北
鐙

　
　
　
　
坂
の
小
山
哲
夫
さ
ん
が
会
長
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
吉
田
地
区
社
会
福
祉
会
の
設
立
総
会
が
4
月
2
2
日

㈱
、
吉
田
地
区
就
業
改
善
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

市
内
で
は
水
沢
・
下
条
・
中
条
地
区
に
続
き
4
つ
目
と

な
る
地
区
社
会
福
祉
会
の
誕
生
で
す
。

　
住
み
慣
れ
た
地
域
の
中
で
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
た
め
に
は
、
近
隣
で
の
見
守
り
と
助
け
合
い
活
動
を

欠
く
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
地
区
福
祉
会
の
活
動
の
原

点
に
は
「
地
域
に
あ
る
福
祉
の
課
題
は
ま
ず
自
分
た
ち

の
地
域
で
取
り
組
も
う
」
と
い
う
発
想
が
あ
り
ま
す
。

履宏ひ¢5．
十日町高校、津南高校英語指導助手。
アメリカバージニア州シャーロッツビル出身。

　ついに春がやってきました。最近は天気が良いのでうれ

しいのですが、一つ残念なことがあります。それは私の十

日町での生活が問もなく終わってしまうからです。でもこ

こでの生活を十分に楽しもうとしてきました。雪まつりの

期問中、光栄なことに着物ショーに出ることができました。

本当に記憶に残る体験ができたので着物ショーに関わった

女性や金子さんに感謝したいです。今私は中国語、ローラ

ーブレード、琴を習っています。私の最後の記事は8月号

になります。その時まで、ま・た・ね。

　　　　　　　　　翻騒i－、撫　　タオ・ウイン

　　　　Spring　has　come　at　Iast1Although　I　am　happy　that

the　weather　is　nice　these　days，l　am　also　sad　because　it

means　one　thing－my”fe　Tokamachi　wi”soon　come　to

an　end．1’ve　been　trying　to　make　the　most　of　my　time

here，though．During　the　snow　festival，I　had　the　honor

of　being　in　the　Kimono　show．l　want　to　thank　aII　the　girls

in　the　show　and　Kaneko－san　for　the　memorable　experi－

ence．Now　l　am　Iearning　Chinese，how　to　ro”erblade，and

how　to　play　the　koto．My　Iast　article　wiII　appear　in　the

August　edition　of　this　paper，so　mata　ne　until　then．

70



　　　　　　　　　　　　　　　　響　　　　　　　　　　　　　錘　　　　　　　　　　　鞭　　　　　　　　欝　　　　　総　　蘭il醗、撚

まちづくりの具体的成果を

皆さんに報告

　
4
月
2
4
日
樹
、
ク
ロ
ス
ー
0
に
お
い
て
平
成
9
年
度
の

建
設
事
業
竣
工
を
祝
う
「
十
日
町
市
総
合
竣
工
式
」
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
国
・
県
・
市
議
会
議
員
を
は

じ
め
国
県
機
関
、
地
元
の
皆
さ
ん
な
ど
2
4
0
人
が
出

席
し
ま
し
た
。
市
長
あ
い
さ
つ
、
来
賓
祝
辞
に
続
き
請

負
事
業
所
6
0
社
を
代
表
し
て
協
和
建
設
㈱
の
小
林
永
十

社
長
に
本
田
市
長
か
ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
昨

年
度
市
内
で
は
事
業
費
1
千
万
円
以
上
の
事
業
が
2
0

4
件
竣
工
し
、
そ
れ
ら
事
業
費
の
合
計
は
1
4
9
億
4

千
万
円
に
も
の
ぼ
り
ま
す
。

　
式
典
後
は
要
望
懇
談
会
を
開
催
。
国
県
機
関
の
皆
さ

ん
に
市
長
と
各
地
区
か
ら
町
づ
く
り
へ
の
提
案
と
要
望

が
出
さ
れ
、
さ
ら
な
る
理
解
と
協
力
を
求
め
ま
し
た
。

灘
、

韓
葛
　
画
鮮
簸

　
　
　
　
　
4
月
2
8
日
働
、
六
日
町
と
上
越
市
を
結
ぶ
上
越
魚
沼

　
　
て
地
域
振
興
快
速
道
路
（
地
域
高
規
格
道
路
）
の
建
設
促

　
　
し

　
　
b
日
進
総
決
起
大
会
が
上
越
市
で
開
か
れ
ま
し
た
。
こ
の
大

の
酎
会
は
地
域
高
規
格
道
路
の
整
備
促
進
と
沿
線
住
民
の
気

路
を
運
を
盛
り
上
げ
る
こ
と
を
目
的
箋
施
さ
れ
た
も
の
で

樋
現
克
会
場
に
憶
建
設
事
務
次
官
を
は
じ
め
副
知
事
な
ど

な
実
来
賓
の
ほ
か
沿
線
自
治
体
の
関
係
者
や
地
域
住
民
な

つ
期
ど
約
8
1
0
人
が
参
加
し
ま
し
た
．

夢
早
建
設
促
進
期
成
同
盟
会
の
副
会
長
で
あ
る
本
田
市
長

　
　
　
　
の
開
会
宣
言
で
大
会
の
幕
が
開
き
、
水
沢
の
樋
口
誠
さ

　
　
　
　
ん
の
意
見
発
表
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
最
後
に
十
日

　
　
　
　
町
市
～
六
日
町
間
の
早
期
着
工
な
ど
6
項
目
に
わ
た
る

　
　
　
　
要
望
を
盛
り
込
ん
だ
大
会
決
議
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　、灘　　　　　　　灘　　　　　灘　　麟縫
闇

蝋
　
麟

灘

難
欝
．

構

雛

　　　　　　　　　　　『漢鞍読、，臨

　　　　　　　　　　　霧

　　　　　．撚欝

　　　　　　　　　　　　蒙

蜘蝋鰍11

騒
　
誕
決
長
制

繕　
　
　
　
　
［

　
　
隣
鱗
襲
嵜
砧
　
『

問
健
健
盈

●

「
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
」

▼
な
ぜ
健
診
は
大
切
な
の
？

　
自
分
で
は
「
健
康
だ
」
と
思
っ
て

い
て
も
、
気
が
つ
か
な
い
う
ち
に
病

気
が
じ
わ
じ
わ
と
進
行
し
て
い
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

　
特
に
生
活
習
慣
病
の
要
因
と
な
る

動
脈
硬
化
、
高
血
圧
、
糖
尿
病
や
ガ

ン
な
ど
は
、
初
期
の
段
階
で
は
自
覚

症
状
が
ほ
と
ん
ど
な
く
、
気
が
つ
い

た
時
は
手
遅
れ
に
な
る
こ
と
も
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
昨
年
異
常
が
な
か
っ
た
か

ら
と
い
っ
て
も
安
心
は
で
き
ま
せ
ん
。

一
年
間
で
新
し
い
病
気
が
起
き
て
い

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
年
一
回
は
必

ず
健
診
を
受
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

▼
健
診
を
受
け
る
と

　
　
　
　
こ
ん
な
効
果
が
あ
り
ま
す

①
病
気
の
早
期
発
見
、
早
期
治
療
に

　
つ
な
が
り
ま
す
。

②
体
の
ど
の
部
分
の
老
化
が
早
い
か

　
な
ど
、
健
康
状
態
の
変
化
を
毎
年

　
継
続
的
に
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

③
自
分
の
体
の
状
態
を
知
る
こ
と
に

　
よ
り
、
生
活
習
慣
を
反
省
す
る
チ

　
ャ
ン
ス
に
な
り
ま
す
。

▼
健
診
を
健
康
づ
く
り
に

　
　
　
役
立
て
ま
し
ょ
う

　
健
診
で
異
常
が
み
ら
れ
て
も
、
痛

く
も
か
ゆ
く
も
な
い
た
め
放
置
す
る

人
が
い
ま
す
。
こ
れ
で
は
健
診
を
受

け
た
意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
。
早
期
に

き
ち
ん
と
治
療
す
る
こ
と
が
大
切
で

す
。　

ま
た
、
悪
い
生
活
習
慣
を
続
け
れ

ば
、
い
ず
れ
ま
た
異
常
を
生
じ
ま
す
。

受
診
の
結
果
を
日
常
の
生
活
改
善
に

生
か
し
、
健
康
管
理
に
反
映
さ
せ
る

こ
と
が
将
来
の
健
康
に
つ
な
が
り
ま

す
。
健
康
を
つ
く
っ
て
い
く
の
は
あ

な
た
自
身
な
の
で
す
。

　
市
で
は
次
の
よ
う
な
健
診
を
行
っ

て
い
ま
す
。

▼
住
民
基
本
健
康
診
査
（
1
6
歳
以
上
）

　
・
問
診
・
身
体
測
定
・
血
圧
測
定

　
・
尿
検
査
・
血
液
検
査
・
心
電
図

　
・
眼
底
検
査
・
胸
部
X
線
撮
影

▼
が
ん
検
診
（
4
0
歳
以
上
・
乳
が
ん
、

　
子
宮
が
ん
は
3
0
歳
以
上
）

　
・
胃
が
ん
検
診
・
肺
が
ん
検
診

　
・
大
腸
が
ん
検
診
・
子
宮
が
ん
検

　
診
・
乳
が
ん
検
診

　
　
申
し
込
み
を
し
て
い
な
い
人
は
、

　
ま
だ
受
付
を

し
て
い
ま
す

の
で
健
康
福

祉
課
増
進
係

へ
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

オう、だいc♂う

6ご蒋て一・一、
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か
け
ま
せ
ん
か

5
月
「
子
供
映
写
会
」

霧
日
時
H
5
月
2
3
日
ω
午
前
1
0
時
～
霧
場

所
H
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー
霧
内
容
H
や
さ

し
い
ラ
イ
オ
ン
、
お
ん
ぶ
お
ば
け
「
さ
る

神
退
治
」
笏
入
場
料
H
無
料
霧
問
合
せ
日

少
年
育
成
セ
ン
タ
ー
（
勤
労
青
少
年
ホ
ー

ム
内
盈
5
7
－
8
9
1
8
）
へ
。

「
ア
セ
ア
ン
ナ
イ
ト
」
と

「
ア
セ
ア
ン
の
映
画
の
夕
べ
」

①
ア
セ
ア
ン
の
映
画
の
夕
べ
　
雛
日
時
目

5
月
n
日
㈲
～
1
3
日
㈱
午
後
7
時
～
9
時

霧
場
所
H
国
際
大
学
図
書
館
ホ
ー
ル
（
大

和
町
）
霧
入
場
料
H
無
料

②
ア
セ
ア
ン
ナ
イ
ト
　
霧
日
時
H
5
月
2
3

日
岱
午
後
6
時
3
0
分
～
（
6
時
開
場
）
纏
場

所
H
国
際
大
学
体
育
館
霧
内
容
H
ア
セ
ア

ン
諸
国
の
料
理
・
歌
・
踊
り
ほ
か
霧
入
場

料
日
5
百
円

※
問
合
せ
H
①
②
と
も
国
際
大
学
学
生
セ

ン
タ
ー
・
武
田
（
智
0
2
5
7
1
7
9
1
1

4
3
9
）
へ
。

お
も
ち
ゃ
図
書
館

　
子
育
て
に
つ
い
て
の
悩
み
な
ど
が
あ
り

ま
し
た
ら
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

笏
日
時
H
5
月
21
日
㈲
午
前
9
時
3
0
分
～

n
時
3
0
分
雛
場
所
”
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

笏
間
合
せ
H
健
康
福
祉
課
児
童
家
庭
係

へ
。

ど
ん
ぐ
り
お
は
な
し
の
へ
や

　
　
～
さ
く
ら
の
ま
き
～

霧
日
時
U
5
月
2
3
日
ω
午
後
3
時
～
4
時

霧
場
所
H
公
民
館
本
館
霧
内
容
H
絵
本
、

お
は
な
し
、
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
ほ
か
霧
間

合
せ
H
公
民
館
本
館
図
書
室
（
智
5
7
1
5

0
1
1
）
へ
。

ド
ー
ム
中
里
き
☆
ら
・
ら

　
　
　
　
5
月
の
定
期
投
影

霧
日
時
H
5
月
1
7
日
㈲
・
24
日
㈲
午
前
1
1

時
か
ら
如
分
間
霧
場
所
H
中
里
村
U
モ
ー

ル
雛
入
場
料
目
一
般
”
2
百
円
、
中
学
生

以
下
”
百
円
霧
問
合
せ
H
中
里
村
教
育
委

員
会
（
盈
6
3
1
4
4
7
8
）
へ
。

青
少
年
育
成
十
日
町
市
民

会
議
総
会
と
後
援
会

霧
日
時
H
5
月
2
1
日
㈲
午
後
6
時
3
0
分
～

（
講
演
会
は
7
時
3
0
分
～
）
雛
場
所
H
市
民

会
館
ホ
ー
ル
霧
演
題
H
外
か
ら
見
た
日
本

の
子
供
教
育
と
国
際
性
纏
講
師
H
羽
賀
友

信
さ
ん
（
長
岡
市
在
住
・
壊
れ
た
親
子
関

係
の
修
復
、
家
庭
内
暴
力
の
治
療
な
ど
を

自
然
教
育
を
通
し
て
実
践
）
笏
入
場
料
H

無
料
笏
問
合
せ
H
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー
へ
。

福
井
達
爾
先
生
講
演
会

～
パ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ツ
ブ
を
も
つ
子
供
を
考
え
る
～

雛
日
時
H
5
月
1
7
日
㈲
午
後
2
時
～
笏
場

所
H
十
日
町
教
会
礼
拝
堂
（
県
立
十
日
町

高
校
前
）
笏
参
加
協
力
費
判
5
百
円
（
1
8

歳
以
下
無
料
）
笏
問
合
せ
H
ゆ
い
ま
ー
る

十
日
町
（
春
日
盈
5
7
1
0
3
9
4
）
へ
。

※
保
育
室
あ
り
ま
す
。

寄付ありがとう
　　4月25日届け出分まで（敬称略）

團地域福祉事業へ＝寿し処大仁・小

林正夫・由紀恵・正典・朋子（土市

5・8，943円）庭野知子（香典返し・

菅沼・500，000円）

囹社会福祉事業へ＝㈱新川屋（53，

946円）信組十日町支店（34，896円）

十日町郵便局（150，000円）勝又薬局

お客様一同（2，585円）

囹羽根川荘へ二仲好会（5，100円）中

条会（5，100円）上原老人クラブ（700

円）

囹国際交流・文化スポーツ基金へ二

天理教北越分教会・中林かをる（100，

000円）

團消防施設整備資金へ＝村山悦司

（新座2・200，000円）中島松雄（新

座1・100，000円）

囹公民館図書室へ＝丸山孝一（稲葉）

小林喜一（昭和町1）岩田正孝（栄

町）堀スミ（上新田2）田村喜作（諏

訪町）

囹博物館へ＝藤問定一（栄町）宮澤

アイ子（田中町本通り）庭野忠郎（赤

倉）湯川幸雄（関根）小泉正策（中

条島）野上通雄（塩沢町）

幽情報館建設準備室へ＝星野元一

（下山）小島アヤ（千葉市）川治地

区公民館歴史教室

◆
2
歳
児
無
料
歯
科
検
診
　
対
象
者
に
は

個
別
通
知
し
ま
す
の
で
、
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。
笏
日
時
H
6
月
7
日
㈲
午
前
9

時
～
n
時
笏
場
所
1
1
保
健
セ
ン
タ
ー
笏
対

象
H
2
歳
児
（
平
成
7
年
6
月
～
8
年
5

月
生
ま
れ
）
勿
内
容
H
歯
科
検
診
、
歯
科

相
談
、
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
指
導
笏
問
合
せ
判

健
康
福
祉
課
保
健
予
防
係
へ
。

◆
成
人
無
料
歯
科
検
診
　
勿
日
時
H
6
月

7
日
㈲
午
前
9
時
～
1
0
時
3
0
分
笏
場
所
H

保
健
セ
ン
タ
ー
勿
条
件
H
市
内
在
住
の
2
0

歳
以
上
の
人
笏
申
込
み
H
6
月
1
日
㈲
ま

で
に
健
康
福
祉
課
保
健
予
防
係
へ
。

◆
い
き
い
き
人
生
よ
い
歯
の
コ
ン
ク
隆
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
県
で
は
歯
の
健
康
の
大
切
さ
を
P
R
す

る
た
め
、
自
分
の
歯
で
食
べ
健
康
な
生
活

を
送
っ
て
い
る
高
齢
者
を
表
彰
し
ま
す
。

勿
日
時
H
6
月
7
日
㈲
午
前
9
時
～
9
時

30
分
笏
場
所
口
保
健
セ
ン
タ
ー
笏
条
件
H

①
自
分
自
身
の
歯
の
本
数
（
親
知
ら
ず
除

く
）
が
、
8
0
歳
以
上
の
人
2
0
本
以
上
、
7
0

～
7
9
歳
の
人
2
4
本
以
上
②
自
分
の
歯
の
う

ち
虫
歯
な
ど
の
治
療
が
終
わ
っ
て
い
な
い

歯
が
5
本
以
下
③
ぐ
ら
ぐ
ら
す
る
歯
が
な

い
④
そ
の
ほ
か
の
重
い
病
気
に
か
か
っ
て

い
な
い
笏
申
込
み
”
5
月
1
9
日
㈹
ま
で
に

健
康
福
祉
課
保
健
予
防
係
へ
。

◆
心
の
健
康
相
談
　
勿
日
時
H
5
月
2
6
日

㈹
午
後
1
時
3
0
分
～
3
時
勿
場
所
判
十
日

町
保
健
所
笏
担
当
医
H
江
口
医
師
（
上
村

病
院
）
笏
問
合
せ
H
十
日
町
保
健
所
（
盈

57
1
2
4
0
0
）
ま
た
は
健
康
福
祉
課
保

健
予
防
係
へ
。

◆
断
酒
友
の
会
十
日
町
例
会
　
笏
日
時
H

5
月
2
3
日
ω
午
後
7
時
～
9
時
勿
場
所
H

公
民
館
本
館
第
一
集
会
室
勿
問
合
せ
H
岩

田
繁
（
智
0
2
5
8
1
8
3
1
5
0
1
5
）

ま
た
は
健
康
福
祉
課
保
健
予
防
係
へ
。

給
資
格
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
人
は
、
国
民

年
金
係
（
公
務
員
の
方
は
各
所
属
庁
）
へ

問
合
せ
く
だ
さ
い
。

支
給
金
額

（
月
額
）

第
1
子

第
2
子

第
3
子

5
、
0
0
0
円

5
、
0
0
0
円

1
0
、
0
0
0
円

◆
児
童
手
当
制
度
を
ご
存
じ
で
す
か

　
児
童
手
当
は
、
児
童
の
健
全
な
育
成
と

資
質
の
向
上
を
目
的
に
支
給
さ
れ
る
手
当

で
、
3
歳
未
満
の
児
童
を
養
育
し
、
前
年

の
所
得
が
、
一
定
額
以
下
の
人
に
対
し
、

申
請
し
た
翌
月
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。
受

笏
問
合
せ
口
市
民
生
活
課
国
民
年
金
係

へ
。◆

子
育
て
電
話
相
談
「
す
こ
や
か
コ
ー
ル
」

　
子
育
て
に
不
安
や
悩
み
の
あ
る
人
は
い

ま
せ
ん
か
。
専
門
の
相
談
員
が
直
接
相
談

に
応
じ
ま
す
。
智
幡
ー
鵬
1
1
1
5
0

〈曜日ごとの主な相談内容〉
　　　　　　　　（年末年始、祝日は休み）

相談日・相談時闘 主な相談内容

火曜日

13：00～

　19二〇〇

保育・家庭教育関係
友達関係、遊び、言葉、しつ
け、子育ての姿勢、発達の遅

れ、夜尿、家族との関係等水曜日

金曜日 母子保健関係
発育、授乳、健康上の悩み等

土曜日
9100～
　15二〇〇

子育て全般

＊上記以外の時間は留守番電話になります。
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◆
金
婚
・
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
の
該
当
夫
婦

は
申
し
出
を
笏
対
象
H
①
金
婚
夫
婦
”

昭
和
2
3
年
4
月
－
日
～
2
4
年
3
月
31
日
の

間
に
結
婚
し
た
夫
婦
②
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚

夫
婦
“
昭
和
1
3
年
4
月
－
日
～
1
4
年
3
月

31

日
の
問
に
結
婚
し
た
夫
婦
③
過
去
に
対

象
に
な
っ
た
が
調
査
に
漏
れ
た
夫
婦
笏
申

込
み
H
6
月
1
2
日
働
ま
で
に
十
日
町
市
老

人
ク
ラ
ブ
連
合
会
事
務
局
（
市
役
所
内
社

会
福
祉
協
議
会
）
へ
。

◆
自
動
車
税
は
納
期
内
に
納
め
ま
し
ょ
う

勿
納
期
限
”
6
月
1
日
㈲
笏
間
合
せ
”
十

日
町
財
務
事
務
所

収
税
課
（
盈
5
7
1

5
5
1
3
）
へ
。

◆
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会
員
へ
の
配

分
金
単
価
の
一
部
改
正
　
笏
改
定
率
H
平

均
で
3
・
4
％
笏
実
施
日
H
7
月
1
日
か

ら
笏
問
合
せ
U
十
日
町
地
域
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
（
智
5
7
1
5
7
0
8
）
へ
。

◆
1
1
年
度
新
潟
県
公
立
学
校
教
員
採
用
選

考
検
査
　
勿
採
用
種
別
H
小
学
校
教
員
、

中
学
校
教
員
、
高
等
学
校
教
員
、
養
護
教

員
笏
願
書
受
付
期
間
H
5
月
1
1
日
㈲
～
6

月
4
日
㈱
笏
問
合
せ
H
新
潟
県
教
育
庁
義

務
教
育
課
管
理
第
2
係
（
智
鰯
－
旛
ー
5

5
1
1
）
へ
。

加
し
ま
せ
ん
か

や
さ
し
い

イ
タ
リ
ア
語
会
話
教
室

笏
開
講
日
H
5
月
2
3
日
ω
午
後
7
時
～
9

時
（
1
5
回
予
定
）
霧
場
所
H
公
民
館
本
館

纏
講
師
H
當
重
茜
さ
ん
雛
受
講
料
”
年
額

千
5
百
円
（
高
校
生
以
下
無
料
）
雛
申
込

み
H
申
込
み
用
紙
（
公
民
館
に
あ
り
ま
す
）

を
記
入
し
、
連
絡
用
ハ
ガ
キ
6
枚
を
添
え

て
公
民
館
本
館
（
智
5
7
1
5
0
1
1
）
へ
。

初
級
手
話
講
習
会

霧
日
時
H
5
月
2
7
日
～
7
月
2
9
日
の
毎
週

水
曜
日
午
後
7
時
3
0
分
～
9
時
霧
場
所
H

公
民
館
本
館
霧
参
加
費
H
3
百
円
（
当
日

徴
収
）
霧
定
員
H
2
0
人
（
先
着
順
）
霧
申

込
み
H
5
月
2
5
日
㈲
ま
で
に
市
役
所
内
社

会
福
祉
協
議
会
へ
。

婦
人
電
気
教
室

霧
期
問
H
6
月
～
1
0
月
の
第
3
水
曜
日
午

前
中
（
5
回
コ
ー
ス
）
霧
場
所
H
東
北
電

力
㈱
十
日
町
営
業
所
霧
内
容
ロ
電
気
の
基

礎
知
識
、
施
設
見
学
ほ
か
霧
受
講
料
H
千

5
百
円
霧
定
員
”
2
0
人
霧
申
込
み
H
5
月

29
日
樹
ま
で
に
東
北
電
力
㈱
十
日
町
営
業

所
（
智
52
1
3
1
0
7
）
へ
。

水
防
フ
ェ
ア
・

　
　
信
濃
川
船
上
見
学
会

①
水
防
フ
ェ
ア
　
笏
目
時
“
5
月
2
3
日

㈹
・
2
4
日
㈲
午
前
1
0
時
～
午
後
4
時
笏
場

所
H
ク
ロ
ス
ー
0
笏
内
容
H
各
種
パ
ネ
ル
展

示
、
水
防
工
法
模
型
展
示
ほ
か

rへ

②
信
濃
川
船
上
見
学
会
　
笏
日
時
H
5
月

24
日
㈲
午
前
1
0
時
ク
ロ
ス
ー
0
集
合
笏
場
所

H
川
口
町
～
妙
見
堰
（
雨
天
の
場
合
は
バ

ス
ツ
ア
ー
の
み
）
笏
定
員
口
親
子
2
5
組
笏

参
加
費
H
無
料
笏
申
込
み
H
5
月
2
0
日
㈱

ま
で
に
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

電
話
番
号
、
生
年
月
日
を
記
入
の
う
え
信

濃
川
工
事
事
務
所
調
査
第
1
課
（
〒
蜘
1

0
0
9
8
長
岡
市
信
濃
1
1
5
1
3
0
智
0

2
5
8
－
32
1
3
0
2
0
）
へ
。

灘ス
ポ
ー
ツ
・

　
　
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

〈
体
指
の
出
前
指
導
開
始
〉
　
団
体
か
ら

の
要
望
に
よ
り
、
体
育
指
導
委
員
が
実
技

指
導
の
出
前
を
し
ま
す
。
笏
内
容
H
ソ
フ

ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
な
ど
の
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー

ツ
、
市
民
体
育
大
会
の
レ
ク
種
目
指
導
、

ラ
ジ
オ
体
操
な
ど
笏
申
込
み
H
実
施
日
の

2
週
間
前
ま
で
に
総
合
体
育
館
（
盈
5

2
1

4
3
7
7
）
へ
。
※
条
件
や
回
数
は
ご
相

談
に
応
じ
ま
す
。

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

ゆずります

ゆずってください
＊消費者協会（市民生活課生活環境係）へ

・麟灘灘…灘拷

品　　　　名 規　格 希望価格

オーブンレンジ 相談で

トラクターダンプ 幅1．2m 5万円
除 雪 機 ガソリン式

8馬力 8万円
ノ甫 イ ク ホンダデイオ

50cc・紺色 相談で

〃
ホンダ90cc
10年2月購入

ノ／

〃
ヤマパジョグ50cc
青・銀色3，800km走行 1万円

米びつ付き台所用棚 コンセント付き 5千円

ナイロン製バッグ
縦35cm・横48cm
色グリーン主体新品 無　料

ルームランナー 1日　式 2千円

石 、
つ す きね・板一式 無　料

べ ツ ド
パイプ組立て式
床より50～60cm位

／ノ

学習机・椅子
高校生まで
使用可

／ノ

電 気　毛 布 ナショナル1枚
東芝　　3枚

〃

編 機 トヨタ・旧式
K109未使用

〃

小 型除雪 機
ホームアトラス
電気使用

3千円位

ピ ア ノ カワイ88鍵
アップライト型 相談で

　　　　　　　　藻　　　　　　　霧　　　　　　馨　　　　　懸　　　　嚢　　　懇　　懸　縫繕

名　古　屋 世
電 相談で

卓　　　球 熱
目 公認サイズ 3千円位

ゲ　　ー　　ム 機 プレイステーション 5千円

テレビゲーム
ファミコン
デスクシステム

千円

ベ　ビ　ー　カ 一 双子用 無　料

学習机・椅子
ノ／

カラーテレビ
ビデオ端子付き

14インチ 3千円
バ　　　イ 夕 ホンダ

90～125cc
相談で

鎖転車（3台〉 婦人用 ノ／

肉　転車　（2台〉 婦人用 無　料

マウンテンバイク 高学年用 相談で

ワ　ー　プ 口 〃

〃
シヤープ
WD－A850

2万5千円以下

歩　　　行 器 幼児用 無　料

バ　　　イ ク 50cc 相談で

全自動洗濯機 7千円位

食　　　器 棚 ／ノ

アップライトピアノ メーカー問わず 相談で

2　段ベ　ツ ド 木製・子供用 〃

食卓用テーブル・椅子 6人用
／ノ

下
水
道
事
業
受
益
者

負
担
金
・
分
担
金
の

前
納
報
奨
金
制
度
が

　
　
　
　
　
　
変
わ
り
ま
す

笏
改
正
時
期
ほ
平
成
1
0
年
7
月
か
ら
笏
改

正
内
容
H
下
水
道
事
業
受
益
者
負
担
金
・

分
担
金
は
5
年
間
で
納
付
し
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
が
、
徴
収
初
年
度
第
1
期
の
納

期
ま
で
に
全
額
一
括
納
付
し
た
場
合
、
5
・

5
％
を
乗
じ
た
額
を
前
納
報
奨
金
と
し
て

交
付
し
ま
す
。
霧
改
正
理
由
H
①
下
水
道

事
業
開
始
以
来
2
0
年
以
上
経
過
し
、
算
定

率
が
市
場
金
利
よ
り
高
率
で
あ
る
こ
と
。

②
平
成
9
年
度
か
ら
市
民
税
・
固
定
資
産

税
の
前
納
報
奨
金
が
廃
止
さ
れ
た
こ
と
で

す
。【

現
在
納
付
さ
れ
て
い
る
人
に
お
願
い
】

　
次
の
区
域
の
受
益
者
は
平
成
1
0
年
度
第

1
期
（
6
月
）
が
前
納
報
奨
金
の
現
行
制

度
利
用
の
最
後
の
機
会
に
な
り
ま
す
。
1
1

年
度
以
降
の
第
1
期
に
残
額
一
括
納
付
ま

た
は
、
1
年
度
分
前
納
納
付
さ
れ
て
も
前

納
報
奨
金
は
交
付
さ
れ
ま
せ
ん
。
▼
対
象

負
担
区
・
分
担
区
…
新
座
大
井
田
負
担

区
、
中
央
第
2
負
担
区
（
西
本
町
2
）
、
川

治
負
担
区
（
川
治
上
町
、
中
村
）
、
南
部
分

担
区
（
太
田
島
、
土
市
、
新
宮
、
幸
町
）
、

馬
水
分
担
区
（
馬
場
第
4
）
▼
窓
口
納
付

さ
れ
て
い
る
人
へ
…
6
月
の
納
付
書
で
選

択
し
て
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。
▼
ロ
座
振

替
契
約
を
さ
れ
て
い
る
人
で
残
額
一
括
納

付
等
を
希
望
さ
れ
る
人
は
5
月
1
5
日
ま
で

に
下
水
道
課
へ
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。
雛

間
合
せ
H
下
水
道
課
事
務
係
（
下
水
処
理

セ
ン
タ
ー
内
（
盈
52
1
7
4
4
1
）
へ
。
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藏
騰
羅

　鞭

嚢
甥

十
日
町
市
史
を
読
む
⑭

田
中
民
と
そ
の
購
篠
．

欝
顯
霧
霧

　
　
　
　
　
撚

1 1

i
l

｝
『
… ト1】ヨ
　

睡

昏 i［
卜
俳

I
I

ヒ

I
l 1

　
鎌
倉
時
代
に
、
市
域
の
北
部
か
ら

小
千
谷
市
に
か
け
て
、
勢
力
を
培
っ

て
き
た
新
田
氏
一
族
に
、
田
中
氏
が

い
ま
す
。

　
田
中
氏
は
、
鳥
山
氏
と
同
じ
よ
う

に
、
里
見
氏
か
ら
分
か
れ
た
家
で
、

　
　
よ
し
な
り
　
　
　
　
よ
し
き
よ

里
見
義
成
の
弟
義
清
が
、
新
田
荘
田

中
郷
を
所
領
と
し
て
、
田
中
を
姓
と

し
ま
し
た
。

　
　
　
　
ひ
ま
ご
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
ね
う
じ

　
義
清
の
曾
孫
に
あ
た
る
経
氏
は
、

　
　
く
ら
ん
ど
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
う
じ
と
う

七
郎
蔵
人
を
名
乗
り
、
中
条
惣
地
頭

を
称
し
て
い
ま
す
か
ら
、
中
条
を
本

拠
に
し
て
い
た
と
み
ら
れ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
籔

簿
．

．1灘難甕饗鑑1麹難譲鍵饗

　　　オ　　 マ　モ　　　　　　　　ロぎ

　　　灘　　　　　　鎌薫嚢懸繋鑛｝『

　
川
原
町
来
迎
寺
の
寺
宝
コ
遍
上

　
え
こ
と
ば

人
絵
詞
伝
」
に
よ
る
と
、
時
宗
を
ひ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
　
あ
し
ん

ら
き
一
遍
の
あ
と
を
つ
い
だ
他
阿
真

ぎ
ょ
う

教
は
、
正
応
六
年
（
一
二
九
三
）
こ

ろ
越
後
国
内
を
布
教
に
回
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
は
た
き
の
し
ょ
う

こ
の
と
き
、
波
多
岐
荘
の
住
人
中
条

七
郎
蔵
人
が
帰
依
し
、
浄
阿
弥
陀
仏

の
法
名
を
与
え
ら
れ
た
と
記
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
　
　
　
　
し
げ
つ
ぐ

　
経
氏
の
兄
重
継
は
、
下
条
太
郎
蔵

人
を
称
し
て
い
ま
す
か
ら
、
市
内
の

下
条
を
本
拠
と
し
て
い
た
と
み
て
よ

い
で
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
こ
ん

　
ま
た
、
経
氏
の
長
男
は
左
近
蔵
人
、

　
　
よ
し
た
ね
　
　
　
　
　
　
　
　
う
こ
ん

次
男
義
胤
は
小
森
沢
右
近
蔵
人
を
名

乗
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
小
森
沢
の
地

名
が
、
現
在
ど
こ
に
あ
た
る
の
か
明

ら
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
来
迎
寺

が
小
森
沢
来
迎
寺
と
記
さ
れ
て
い
る

資
料
も
あ
り
、
十
日
町
付
近
を
指
す

の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　
中
条
・
下
条
・
小
森
沢
氏
は
、
本

家
の
田
中
氏
と
と
も
に
南
北
朝
時
代

の
戦
乱
を
く
ぐ
り
ぬ
け
、
戦
国
時
代

の
資
料
に
も
し
ば
し
ば
現
れ
て
い
ま

す
。　

こ
と
に
小
森
沢
氏
は
、
天
正
六
年

　
　
　
　
　
　
　
お
た
て

（
一
五
七
八
）
の
御
館
の
乱
で
は
、

妻
有
の
守
将
と
し
て
活
躍
し
ま
し
た
。

　
　
　
（
通
史
編
1
　
中
世
の
妻
有
）

．
‘
ら
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難
難

欝
、

蕊誠欝弊ん…　　醐講一物ザキイチ禦新チリンソウ）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　：　早春の落葉広葉樹林は、雪どけを待ちわびたように明え出したキクザ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　3キイチゲ（写真）やエゾエンゴサク、アズマイチゲ、カタクリの花など
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・の白や紅紫の明るい色で染まっています。これらの植物は地上に茎や葉
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・を出して生活している期間が大変短く、樹々の葉や大きな草が茂って地
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3上を覆うころにはその地上部分は枯れてしまいます。「春にみられる短命

　　　　　　　　　　　　　　　　　　3なはかないもの」という意味で、スプリング・エフェメラルと呼ばれて
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・います。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　キクザキイチゲは、茎の先に羽状に切れ込んだ3つの小葉からなる3
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3枚の葉が輪をつくって並び、茎の先端に白または紫色の花を一つ付けま
　　　　　　　　　　　　　　　　　　：す。10枚前後の花びらのようなものは実はがく片です。菊咲きイチゲの
　　　　　　　　　　　　　　　　　　3名は、花が菊の花に似ていることから付きました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

十日町市民の動き（4月末日現在）

■人ロ　44，679人（前目比＋71）

　　　　男　　21，949人（〃　＋42）

　　　　女22，730人（ノノ＋29）
■世帯数　　12，947　（前月比＋82）

ホ
ッ
ト
ひ
と
息
・

　
　
　
編
・
集
・
室

　
「
私
た
ち
は
十
日
町
市
民
の
皆
様
が
ル
チ

ア
を
目
に
す
る
こ
と
に
よ
り
、
い
つ
も
コ
モ

市
に
つ
い
て
心
に
と
ど
め
て
い
た
だ
き
た
い

と
い
う
願
い
で
お
贈
り
し
ま
し
た
」
。
3
日
、

コ
モ
通
り
商
店
街
で
の
「
ル
チ
ア
お
披
露
目

式
」
で
の
ボ
ッ
タ
・
コ
モ
市
長
の
メ
ッ
セ
f

ジ
で
す
。
く
も
り
、
雨
の
あ
い
に
く
の
天
候

に
も
か
か
わ
ら
ず
式
に
お
出
か
け
く
だ
さ
つ

た
皆
さ
ん
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
市
長
代
理
と
し
て
市
長
室
長
の
レ
オ
ー
二

ご
夫
妻
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
2
日
に

来
市
、
6
日
に
は
出
発
と
い
う
あ
わ
た
だ
し

い
日
程
で
し
た
が
、
送
迎
の
車
中
で
の
会
話

か
ら
十
日
町
市
の
価
値
に
触
れ
て
い
た
だ
け

た
も
の
と
思
っ
て
い
ま
す
。
「
山
の
緑
、
ベ
ル

ナ
テ
ィ
オ
（
宿
泊
先
）
の
景
観
が
す
ば
ら
し

い
」
「
水
が
お
い
し
い
」
「
神
宮
寺
、
智
泉
寺
は

心
が
落
ち
着
く
」
そ
し
て
「
会
う
人
皆
さ
ん
の

温
か
い
心
を
コ
モ
市
に
伝
え
る
」
な
ど
、
様
々

な
話
が
あ
り
ま
し
た
。
国
、
習
慣
等
は
違
う
も

の
の
十
日
町
市
ら
し
い
誠
意
を
示
せ
ば
気
持

ち
は
必
ず
伝
わ
る
と
い
う
こ
と
を
、
あ
ら
た

め
て
勉
強
し
ま
し
た
。
ま
た
、
多
忙
な
た
め
に

家
庭
で
顔
を
会
わ
せ
る
時
間
の
少
な
い
ご
夫

妻
に
と
っ
て
も
、
お
二
人
だ
け
の
貴
重
な
時

間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
た
よ
う
で
す
．
㊥
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